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３月、本格的な春を迎えました。 
３月３日は｢耳の日｣｡耳が付く言葉に､「耳学

問」があり、意味は「自分で修得したものでなく、

人から聞いて得た知識」とのことで､「耳学」(じ
がく)とも言うそうです。 
本事業担当のプロジェクトディレクター､コ

ーディネータとしては、｢地域イノベーション戦

略支援プログラム｣を円滑に推進するため、シン

ポジュウム､セミナー、講演会等に積極的に参加

し、当分の間、耳学問に励んでまいります。 
 
                            

研究成果報告会の開催 

平成２５年２月１２日(火) 午後１時から 宇
和島市丸の内３丁目のサブライムホールにおい

て、「平成２４年度えひめ水産イノベーション創出

地域研究成果報告会」を開催しました。 
当日は、県(９名)､市町(８名)､漁業団体(１９

名)､金融機関(１２名)､水産関連企業(１２名)､
大学(１７名)等８２名の参加を頂きました。参
加者の皆さん､ありがとうございました｡ 
報告会では、この事業のために招へいした愛

媛大学南予水産研究センターの研究者が取り組

んでいる次の６つの課題について、研究を開始

した昨年７月以降の成果を報告しました。 
○ＩＣＴ等を利用した海域情報ネットワーク

による赤潮･魚病対策技術の研究開発 

○環境と調和した免疫能賦活養殖技術の開発 

○モデル海産魚を用いた新魚種の成長・成熟

の基礎研究 

○マグロ類の完全養殖を目指した基礎研究 

○流通システム等の抜本的改革による新た 

な水産ビジネスモデル構築に関する研究 

○人材育成プログラムの開発及び実施 

 

外部評価委員会の開催 

平成２５年２月１３日(水)､松山市の全日空

ホテルにおいて､今年度第２回目の外部評価委

員会を開催しました。今回の委員会は、昨年７

月から愛媛大学が招聘した５人の研究者が取り

組んでいる研究課題と水産業の活性化を担う人

材育成プログラムの開発について、これまでの

研究成果や進捗状況ならびに次年度の取り組み

を委員に報告しました。 
５人の委員からは､初年度の成果としては概

ね良好であり､中には期待した以上の成果を上

げているものもあるとの評価を受けました。ま

た、次年度については｢事業化に視点を置き、各

研究課題に取り組むように！｣との強い指導を

いただきました。 

 
「第１０回シーフードショー大阪」 

平成２５年２月２１･２２日と大阪市のＡＴ

Ｃホールで開催されたシーフードショー大阪に出

席しました。シーフードショーの｢展示商談会｣

に出展した本県出展者の１１社のブースを訪問

し､販売戦略や水産加工食品等について調査を

しました。出展者は次のとおり 

≪えひめシーフードサービス㈱､ ㈱オーシャン

ドリーム､㈲昭和水産､愛媛県認定漁業士協同組

合､八水蒲鉾㈱､八幡浜市役所〈以上八幡浜市〉

㈲宇和島屋､㈱オンスイ､㈱福栄水産〈以上宇和

島市〉 森松水産冷凍㈱〈今治市〉 ㈱ホクト〈新

居浜市〉≫ 

《２５年度人材育成講座の受講者募集》 
 
宇和海における水産業の６次産業化を担う人

材育成を目指し､平成２５年５月～翌年３月の

間､月１回(土日開催)≪水産イノベーションスキル

修得講座≫を開設します。募集期間は３月１８

日～４月１５日で､定員は２０名程度。対象者は､

漁業者､漁協･水産企業の職員等で､応募者を対

象に､４月２１日､宇和島市においてプレゼンテ

ーションと面接を行い､受講者を決定します｡ 

なお、年間受講料として12,000円が必要です。    

お問合せ先:愛媛大学社会連携推進機構 

水産イノベーションスキル修得講座係 

☎089-927-8827 FAX:089-927-8820 


